
　当研究所は、阿波銀行創立90周年の記念事業として設立され、昨年40周年
を迎えました。長年にわたり活動を続けることができましたのも、ひとえに皆
様方のご支援の賜物であり、改めて深く感謝申し上げます。
　この40年余りの間、日本経済はバブル崩壊と失われた30年とも言える長期
低迷を経験しましたが、その間に徳島県経済は着実に成長を遂げてきました。
一人当たり県民所得は当時の全国34位から9位となり、確かな経済成長を実現
しています。一方、徳島県の人口は減少傾向が続き、当時の83万人から2050
年には48万人台となる見通しであり、経済や産業への影響が懸念されます。こ
うした状況に対して、当研究所は調査・研究活動を通じて、これからも徳島県
の発展に貢献していきたいと決意を新たにしています。
　「徳島県の経済と産業（2026年版）」は、地域の自然環境や社会環境、経済・
産業の構造や特色、県民の暮らしなども含めて、最新のデータを織り込み、徳
島県の現状と近年の変化を取りまとめたものです。徳島をより深く理解し、将
来を考えていただく上で、本冊子をご活用していただければ幸いです。
　今回の表紙は、来シーズンから新リーグ「B.LEAGUE ONE（B.ONE）」参入
が決定した徳島ガンバロウズを応援するため、バスケットボールをデザインし
ました。試合のスピード感や攻防の迫力を力強く表現し、ガンバロウズの選手
はチームカラーである水色で描いています。地域の新たなスポーツ文化として
存在感を高めるガンバロウズの挑戦を、表紙を通じて感じていただければと思
います。地域に根差したプロスポーツの広がりは、地域活性化に寄与し、今後
ますます重要性を増していくでしょう。ガンバロウズの活躍が、県民の皆様に
元気と誇りをもたらすことを期待しています。
　最後に、本冊子の作成にあたり協力を賜りました関係機関の皆様に、心より
厚くお礼申し上げます。
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